
  

 

  

 

 

 

  

2025年 7月 12日 第 3号 

～受講した生徒の感想～ 

本のデザインができるまでの工程や本の仕組みなどについて学びま

した。普段読んでいる本は一冊一冊多くの工程があることがわか

り、今後は今以上に大切に扱っていきたいと思いました。また、本の

イラストや構成にも注目して本を読んだらまた違う見方ができて面

白そうだなと思いました。【本の舞台裏】 

自分が思う「ふつう」は「ふつう」ではないことや、一人一人の性は異

なることを学ぶことができました。また、自分と向き合って行く上で大

切なことや、工夫点を聞くことができ、自分も日々の生活に活かそう

と思いました。【多様な性ってなんだろう？】 

8年ぶりに恐竜博物館館を訪れたが、当時とは違い探究したいテ

ーマを設定して見てまわったので、色々な展示を見るたびにこの恐

竜はどんな進化をしてこの形になったのか、その形になったきっかけ

は何かなど考察しながら回ることができた。【恐竜博物館で探究す

る「生物の進化と神秘」】 

考えを広げるためには、よく観察すること、いろいろな視点で見るこ

と、たくさん案を出すことの３つが大切だとわかりました。【ものづくり

に欠かせないアイデアの発想法】 

～GSP受講後に立てた探究の「問い」～ 

・なぜ骨盤を立てながら走ると、骨盤が寝た状態で走る時よりも、 

走りやすいのか 

・各国に根付いた音楽とその歴史にはどんな関係があるのか 

・インクルーシブな学校とは何か 

・北条時行はなぜ負けたのか 

・どうすれば空き家を減らすことができるか 

・なぜ子宮内や乳幼児期の望ましくない環境がエピゲノム変化を引 

き起こすのか 

・差別をなくすために私たち一人ひとりは何をすべきか 

・音楽と同時に体を動かすことでどのような効果があるのか 

・普段の姿勢をよくすることでどんな効果があるのか 

・みんなが過ごしやすい避難所の設営方法とは 

・これからの社会に対応したベストな投資、貯蓄の仕方は何か 

・感情演技を上手くするにはどうすればいいのか 

美ウォークで自分らしさを魅せる 90分 

恐竜博物館で探究する「生物の進化と神秘」 ものづくりに欠かせないアイデアの発想法 

夢と未来をデザインする金融教室 

GSPは受講する講座を自分で決定することができ、この機会でしかチャレンジできない経験に身を投じることができます。県外の博

物館へ行く、将来の金策について考える、姿勢を正すトレーニングを受ける。これらのことを日常生活の中で、しかも自分一人で取

り組むことはなかなかできません。今後もGSPは生徒の皆さんを非日常へといざなう、特別な機会をたくさん設けていきます。 


